



















































































































































































































チ ベ ッ ト
陝　　　 西
甘　　　 粛
青　　　 海
寧　　　 夏
新　　　 疆
22.15
3.23
0.91
10.45
18.48
69.83
1.26
13.87
125.86
83.43
217.38
98.30
2.09
0.31
0.09
0.99
1.75
6.60
0.12
1.31
11.89
7.88
20.53
9.29
12
27
30
19
13
6
28
15
2
5
1
3
東　部 遼　　　 寧
吉　　　 林
黒　 竜　 江
24.58
11.88
10.17
2.32
1.12
0.96
11
17
20
− 81 −
中央アジアのドゥンガン民族と中国の回回民族
　香港、アモイ、台湾に合わせて約10万人が住んでいる。
　その他、中央アジア各共和国に11万人、インドネシア、マレーシア、サウジアラビアな
どの国にも回族は住んでいる。
　（４）回回民族の言語の特徴
　回回民族は現在中国語を使用しているが、海南省三亜市付近の地域に住む回族の村の人
は依然として家の中では一種のマレー語に近似した言語を話している。その他の各地域の
回族はみな中国語を話しているが、言語の中になお多くのアラビア語、ペルシャ語を留め
ている。例えば、多斯提（友人）、杜什曼（敵）、郭西（肉類−−牛、羊肉）、胡凱（豚肉）、
乃瑪孜（礼拝）、賽閃拝（火曜日）、主麻（集団礼拝、金曜日）、涅斯（ない）など。また、
いくつかの中国語の単語を使用するが、漢族の人が使用する意味ではないものもある。例
えば、口到（味わう、味をみる、食べる）、無情（亡くなる）、油香（回族人の家は祭日あ
るいは祭祀活動を行う時作る一種の油で揚げたピンズ）など。
　（５）回回民族の貢献
　回回民族は中国で形成されて以来、彼らは祖国の建設と防衛の種々の闘争の中で自己の
貢献をなした。ここにいくつかの例だけを挙げる。
　　１）北京城は依合迪爾丁９）という名の回回人が設計建築した。
　　２）明代七度南洋・インド洋に出かけたリーダー鄭和10）は雲南の回族人である。
　　３）『華夷訳語』（中国語−少数民族言語及び周辺数種の外国語分類辞典）を編集した
亦思馬音11）は回族人である。
　　４）元、明、清代には多くの作家、詩人、画家を大量に生み出ている。例えば、薩都
拉12）など。
　　５）回族の科学者は、またアラビア−イスラム世界の天文学、数学、医学、哲学など
を含む、イスラム文化を中国に紹介し、中華民族文化を豊富にした。
　　６）回族人のアラビア文字字母を使って中国語を書き記す文字を「小児錦」13）と言い、
これは中国語ピンインの最初の試みである。
　　７）侵略に反抗する戦争においても、また多くの愛国将校を生み出した。例えば、左
宝貴14）、馬本斎15）など。
　（６）回族学研究の概要
　回族学は回族の歴史、文化、民俗、宗教、経済、社会発展の各分野を研究する学問分野
である。中国と外国における回族についての研究はすでに長い歴史を有している。現在中
国の北京、寧夏、蘭州、西寧、烏魯木斉、南京、武漢、広州、昆明など多くの都市の大学
と研究所にはみな回族学の研究を進めている学者がいる。寧夏編纂出版の『回族研究』、新
疆編集出版の『回族文学』などの刊行物がある。国外では、中国の回族を研究しているロ
シア、フランス、アメリカ合衆国、日本、イギリスなどの国の学者がおり、いくつかの著
作を出版している。
訳注
１）本文は、2013年11月島根県立大学で開催された島根県立大学ドゥンガン学研究会において発表され
た発表原稿の日本語訳文である。原文の題名は、≪中亚的东干族与中国的回回民族≫である。なお、
島根県立大学ドゥンガン学研究会開催については、島根県立大学平成25年度学術教育研究特別助成金
島根県立大学『総合政策論叢』第28号（2014年９月）
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の助成を受けた。
２）胡振華教授は、1931年中国山東省青島市に生まれ、1953年中央民族学院（現在の「中央民族大学」）
語文学部ウイグル言語文学系を卒業後、中央民族学院でキルギス語学文学、チュルク諸語言語学、中
国イスラム文化等の教育と研究に従事し、中央民族大学少数民族語言文学学院教授（博士生導師）を
長年務め、2004年冬退職（離休）した。現在、中国突厥語研究会副会長、中国少数民族双語教学研究
会顧問などを務め、国務院発展研究中心欧亜社会発展研究所研究員、キルギス共和国国家科学科学院
名誉院士、キルギスビシュケク人文大学客員教授である。
３）1873年「回民蜂起」が、清の左宗棠軍の粛州攻略により終わった後、白彦虎に率いられた陝西回民
の軍隊は新疆に逃れ、新疆での反乱に参加した。しかし、1877年新疆全体を制圧した清軍に追われ、
白彦虎と彼に率いられた五千名あまりの軍隊は、ロシア帝国領であった中央アジアに逃れた。
４）「們」（普通話ではmen）は、中国語普通話では、“我们（wǒmen）”（私たち）、“学生们（xuéshengmen）”
（学生たち）のように、人称代名詞“我（wǒ）”（私）や人を表す名詞“学生（xuésheng）”（学生）
の接尾辞として複数を表すが、“教室（jiàoshì）”（教室）のように人以外の名詞の後ろについて“＊教
室们（jiàoshìmen）”と言うことはできない。なお、動物には用いられる場合もある。
５）アラビア文字を用いて中国語方言を記述したもので、「小児経」、「小児錦」、「小経」、「消経」など
と呼ばれる表記法のことである。古くは元代の碑文に漢族の人名をアラビア文字で記したものがあ
る。回族、東郷族、撒拉族などがコーランを子どもたちに教える際に用いていた。
６）広州市越秀区にある唐代初期に建立されたモスク。中国で最も古いモスクの１つである。
７）北京市西城区にある北京最古のモスク。北宋時代の996年、アラビアから来たイスラム教伝道者に
より建立された。現存する建物は明代のものである。
８）2010年に実施された「2010年第六次全国人口普査」の結果に基づいて作成された。
９）依合迪爾丁（？−1312年）は、元代初期の西方から来たイスラム教徒の建築家。1266年からフビラ
イ・ハンの命により、大都（現在の北京）の宮殿や都城の設計建設に携わる。也黒迭児、也黒迭児
丁、亦黒迭児、亦黒迭児丁と表記されることもある。『新元史』列伝第48に「也里迭児」の名で伝が
ある。
10）鄭和（1371年−1434年）は、明代の武将。雲南出身のイスラム教徒である。1405年から７回にわた
り、南海への航海を指揮した。東南アジア、インド、アラビア半島に至り、遠くはアフリカ東海岸に
達した。
11）亦思馬音は、明代の公的なペルシャ語教科書『回回館訳語』の編纂に参加したと伝えられる。亦思
馬因、亦思馬依勒とも呼ばれる。『回回館訳語』は、『蒙古訳語』、『女真訳語』などとともに『華夷訳
語』に含まれている。
12）薩都拉（1272年（?）−1355年）は、元代の詩人、画家で、書家。雁門（現在の山西代県）出身の
イスラム教徒である。著作に『雁門集』がある。また、絵画には『厳陵釣台図』や『梅雀』などがあ
る。
13）訳注５）参照。
14）左宝貴（1837年−1894年）は、清代末期の武将。山東省費県（現在の平邑県）出身の回族。江南軍
営に入り、太平天国軍を鎮圧するなどで活躍する。1984年、日清戦争に従軍し、朝鮮で戦死する。
15）馬本斎（1901年−1944年）は、日中戦争時代の軍人。河北省滄州献県出身の回族。東北陸軍講武堂
卒業後、東北軍に従軍するが、1931年の柳条湖事件後、蒋介石の不抵抗政策に反対して帰郷。1938
年、八路軍に入隊し、同年共産党に入党。冀中軍区回民支隊を創設し、隊長となって活躍する。1944
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年病死。
キーワード：ドゥンガン族　回族
 （Inuzuka Yuji）

